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坂出ニューポートプラン検討会議の設立趣旨

背 景

• 坂出港は、香川県のほぼ中央に位置し、古くから瀬戸内海における海上交通の要衝として
栄え、香川県の工業と坂出市の発展に大きく貢献するなど、四国北東部における流通拠点
として重要な役割を果たしてきた。

• 瀬戸大橋の開通や四国横断自動車道の延伸により、坂出港は基幹的な高速交通ネット
ワークと海上輸送が結ばれ、陸海の交通軸の結節点としても重要な役割を担っている。

• 一方で、近年、世界的な貨物船の大型化や、国内のトラックドライバー不足による陸上輸送
貨物の海上輸送へのモーダルシフトの動き、四国内におけるクルーズ船寄港の急増、坂出
港背後地における新たな企業の立地など、坂出港を取り巻く環境が大きく変化している。

目 的

• 坂出港の競争力を向上させ、利用しやすい港づくりを推進するために、坂出港の課題や
今後のあり方について検討し、坂出港の振興・発展に資する「坂出ニューポートプラン」を
とりまとめる。

• プラン策定から10年間

1  

ニューポートプランの目標年次



香川県、坂出市をとりまく状況の変化
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人口減少と高齢化
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○香川県及び坂出市においては、人口減少・高齢化が進んでおり、全国の動向と比較すると進行が早い

傾向にある。
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香川県全体より
約5年早いペースで進展

全国より約15年早いペースで進展

[人口推移]

[高齢化率の推移]

出典：総務省統計局国勢調査、香川県統計情報データベース
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約20年早い

（S45を1.0としたときの比率）
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※H32以降は推計値

※H32以降は推計値



坂出市における昼夜間人口比率（臨海部企業の重要性）
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○坂出市の臨海部等には企業が多数立地。坂出市は、四国内の他の自治体と比較して、昼間人口が夜間人口

より高く、県内の重要な就業地となっている。

出典：総務省統計局国勢調査（平成22年）

昼間流入人口 昼間流出人口
昼間人口

（Ａ）
夜間人口

（Ｂ）
昼夜間人口比率
（Ａ）/（Ｂ）×100

坂出市 17,049 10,953 61,717 55,621 111.0

[坂出市における通勤・通学による昼間人口の流入出]

（単位：人・％）

■昼間流入人口（H22 通勤・通学） ■昼間流出人口（H22 通勤・通学）

昼間流入出人口の差：6,096人
⇒昼間人口の増加
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製造品出荷額及び貿易額の減少
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○四国４県の製造品出荷額及び輸出入額が減少している中、香川県の値も減少しており、特に坂出港における
減少が大きい。

＜四国４県＞ ＜香川県＞

［貿易額の推移］

＜四国４県＞ ＜香川県＞

［製造品出荷額の推移］

（億円） （億円）

資料：貿易統計、工業統計

※平成28年の製造品出荷額は未公表

（億円） （億円） （億円） （億円）

＜四国４県＞ ＜香川県＞

［輸出］ ［輸入］

坂出市 高松市 丸亀市

三豊市 その他

坂出港 高松港

丸亀港 詫間港（三豊市）

香川県 愛媛県

徳島県 高知県

香川県 愛媛県

徳島県 高知県

坂出港 高松港

丸亀港 詫間港（三豊市）

※出典：工業統計（経済産業省）、貿易統計（神戸税関）
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海上取扱貨物量の減少

6

○四国内重要港湾の貨物量が減少傾向にある中、坂出港や高松港の貨物量が大きく減少している。

［四国内重要港湾における総取扱貨物量の推移（フェリー貨物含む）］

出典：港湾統計、四国地方整備局調べ

（万トン）

20,490

18,969

11,710

坂出港 高松港

徳島県 愛媛県 高知県



瀬戸内海地域における海上取扱貨物量の比較（昭和60年時点）
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○昭和６０年時点において、四国管内における海上貨物の取扱量は、高松港、坂出港を中心に高い。

［四国内港湾における海上出入貨物量（フェリー貨物含む）（昭和60年時点）］

岡山港
545万トン

水島港
9,016万トン

宇野港
6,542万トン

高松港
7,675万トン

徳島小松島港
2,113万トン

橘港
161万トン

福山港
4,023万トン

尾道糸崎港
940万トン

広島港
2,474万トン

呉港
1,937万トン

岩国港
1,231万トン

松山港
1,701万トン

今治港
1,169万トン

東予港
913万トン 三島川之江港

892万トン

新居浜港
382万トン

坂出港
3,226万トン

須崎港
1,108万トン

高知港
1,048万トン

宿毛湾港
0万トン

宇和島港
102万トン

徳島下松港
4,913万トン

三田尻中関港
534万トン

宇部港
2,883万トン

小野田港
149万トン

下関港
1,368万トン

高速道路
昭和60年時点供用路線

港湾取扱貨物量（全体）
昭和60年時点貨物量

※円の大きさは貨物量の多さを表す
出典：各年港湾統計 年報

合計 57,045万トン

徳山下松港



瀬戸内海地域における海上取扱貨物量の比較（平成28年時点）
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○本四連絡橋の開通後、瀬戸内海周辺の港湾では貨物量が減少傾向。特に、坂出港、高松港の貨物量は大

きく減少している。

岡山港
301万トン

水島港
8,452万トン

宇野港
1,771万トン

高松港
2,207万トン

徳島小松島港
737万トン

橘港
980万トン

福山港
4,252万トン

尾道糸崎港
218万トン

広島港
1,402万トン

呉港
1,950万トン

岩国港
1,576万トン

松山港
1,017万トン

今治港
104万トン

東予港
1,606万トン

三島川之江港
904万トン

新居浜港
1,130万トン

坂出港
2,173万トン

須崎港
1,777万トン

高知港
465万トン

宿毛湾港
71万トン

宇和島港
36万トン

徳島下松港
5,140万トン

三田尻中関港
531万トン

宇部港
3,377万トン

小野田港
388万トン

下関港
522万トン

高速道路
平成28年時点供用路線

港湾取扱貨物量（全体）
平成28年時点貨物量
（昭和60年よりも増加）
平成28年時点貨物量
（昭和60年よりも減少）

※円の大きさは貨物量の多さを表す

［四国内港湾における海上出入貨物量（フェリー貨物含む）（平成28年時点）］

362

378

3,087 464

4,835

1,341

1,447
209

1,751

4,437

8,701 306

1,228

1,5981,135
116914

1,629 986

746

889

467

1,669

27

1,484

合計 40,255万トン

出典：各年港湾統計 年報

49

徳山下松港



香川県発着貨物における海上輸送の割合
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資料：貨物地域流動調査
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岡山県広島県山口県

徳島県高知県
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香川県～九州

輸送機関
■鉄道輸送
■海運
■自動車

○中国・近畿地方及び四国内の貨物については、陸上輸送が増加する一方で、関東・東海地方への中長距離
貨物については、海上輸送のシェアが増加している。

（万トン） （万トン） （万トン） （万トン）

（万トン）

（万トン）

（万トン） （万トン） （万トン） （万トン）
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トラックドライバー不足と海上輸送へのモーダルシフト
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○トラックドライバーは、拘束時間が長く、労働環境が厳しい。こうした中、全国的なトラックドライバー不足が顕在化しており、四
国においても同様の傾向が見られる。

○他方、四国と本州・九州を結ぶ中長距離のフェリー（100km以上）によるトラックの輸送台数は、近年、増加傾向にあり、四国発
着の貨物における陸上輸送から海上輸送へのモーダルシフトの動きが一部で見られる。

２０１０年度 ２０２０年度 ２０３０年度

需要量 ９３３，７６５人 １，０３０，４１３人 ９５８，４４３人

供給量 ９６４，６４７人 ９２４，２０２人 ８７２，４９７人

過不足 ２９，１１８人 ▲１０６，２１１人 ▲８５，９４６人

出典：公益社団法人鉄道貨物協会「平成25年度本部委員会報告書」（平成26年5月）

■トラックドライバー需給の将来予測

出典：国土交通省・厚生労働省「トラックドライバーの人材確保・育成に向けて」（平成27年5月）

道路貨物運送業
（大型）

道路貨物運送業
（中小型）

全産業

所得額 422 万円 375 万円 480 万円

労働時間 2,592 時間 2,580 時間 2,124 時間

平均年齢 46.5 歳 44.7 歳 42.1 歳

■トラック業界の労働環境

資料：国土交通省 交通政策審議会 第65回港湾分科会資料（平成28年11月）

■四国におけるトラックドライバーの有効求人倍率

■四国と本州・九州を結ぶ中長距離フェリーによるトラック輸送台数

（人） （倍）

出典：職業安定業務統計（厚生労働省）

出典：四国運輸局提供資料を基に四国地方整備局作成

（台） ※中長距離フェリー：100km以上の航路



（参考）四国と本州・九州を結ぶフェリー・RORO船の航路網

○ 四国と本州・九州を結ぶフェリーは週あたり574便が運航中（うち中長距離は54便、短距離は520便）。また、
RORO船は週あたり7便運航中。（平成29年8月現在）

：中長距離フェリー（100km以上）

：RORO船

出典：フェリー・旅客船ガイド（2017年春季号）、海上定期便ガイド（2016年版）を基に四国地方整備局作成

平成29年8月時点
数字： １週間あたりの便数

：短距離フェリー(100km未満）
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56

オーシャン東九フェリー
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四国におけるクルーズ船寄港の急増
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○四国の港湾においてクルーズ船の寄港が急増。平成28年は過去最高の56回（前年比1.5倍）であり、平成29年は74
回を予定。 ※平成29年8月1日現在

○クルーズ船による訪日乗降客は、平成28年は約55,700人（前年比12.1倍）。

2014年（実績） 2015年（実績） 2016年（実績）

外国人旅客数(人) 四国　計 約2,600 約4,600 約55,700
(前年比) (1.8倍) (12.1倍)

クルーズ船により四国を訪れた訪日乗降客数

注：寄港地ごとに集計しているため、同一の旅客が複数の寄港地を訪れた場合は重複して計上されている

四国のクルーズ船寄港回数の推移（外国船社と日本船社の合計）（回）

出典：港湾管理者への聞き取りをもとに四国地方整備局にて作成



四国・瀬戸内海地域におけるクルーズ船の寄港実績（2012年～2016年）

○高松港や坂出港は、背後に多数の観光資源を有しているにも関わらず、瀬戸内海沿岸の他港や太平洋側
の港湾と比較してクルーズ船の寄港回数が少ない状況。

○平成29年度より、高松港、坂出港、松山港を対象とした、「四国における瀬戸内海クルーズ振興検討会」を設
置し、クルーズ船寄港拡大を実現するための課題と対応策の検討を行っている。

13



坂出港における物流の現状
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坂出港の役割

香川県における坂出港の役割 坂出港の背後圏

15

• 坂出港は香川県重要港湾２港の１つ

• 番の州地区における重化学工業や、金属工業、食料品など、

背後圏の産業を支える工業港

• 主な背後圏は坂出市

【一次背後圏】
坂出市（人口：5.3万人） H28.10時点

【二地背後圏】
香川県全域（人口：97.2人） H28.10時点

港湾名
一次背後圏人口

（万人、H28）
取扱貨物量

（万トン、H28）
港湾の担う役割

坂出港 5.3 1,484
坂出市を中心とした臨海部の重化学工業地帯
を背後にひかえ、工業港としての性格をもつ港

高松港 42.9 1,598
(うちフェリー1,333)

中枢都市である高松市を背後にひかえ、商港
及び観光港としての性格をもつ港

坂出港

高松港

坂出市

高松市

綾川町

観音寺市

三豊市
まんのう町

さぬき市

東かがわ市

三木町

多度津町

琴平町

宇多津町

丸亀市

善通寺市

坂出港

高松港

【県内重要港湾の位置関係】



坂出港のゾーニング
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林田地区
阿河浜地区

中央ふ頭地区

西ふ頭地区西大浜地区

東浜地区
東運河地区

総社地区

松ヶ浦地区

凡 例

物流関連ゾーン

人流関連ゾーン

生産ゾーン

緑地レクリエーションゾーン

【物流関連ゾーン】ふ頭やサイロ等が立地する西ふ頭地区、中央ふ頭地区、東運河地区、阿河浜地区、林田地区、松ヶ浦地区
【人流関連ゾーン】離島への観光船等が就航する西運河地区
【生産ゾーン】番の州地区の工業地帯をはじめとする、西ふ頭地区、東浜地区、東運河地区、林田地区、松ヶ浦地区

西運河地区

番の州地区



○坂出港の貨物取扱量は、H25年以降に減少したものの、H24年までは増加基調で推移してきた。
○取扱品目は、外貿・内貿ともに、石油や石炭等のエネルギー系の貨物が多くなっている。

坂出港における取扱貨物

17※出典：貿易額は貿易統計、貨物量は港湾統計及び四国地方整備局調べ

坂出港における貨物の品目別内訳（H28年速報値）
※四捨五入の関係で合計は100%にならない

352 381 330 339 351 367 384 498 453 409

873 872 765 863 880 873 718 488 472 425

1,195 1,244
1,005

1,233 1,131 1,310

934
575 579 581

144 132

82

83 80
140

137

90 78 68

5,384

7,390

3,634

4,823

5,947

6,800

5,038

2,013
1,527 1,508

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

移入 移出 輸入 輸出 貿易額

坂出港における貨物量及び貿易額の推移

（速報値）

貨物量
（万トン）

貿易額
（億円） 金属くず

100.0%

麦

55.8%
原塩

25.9%

米
9.9%

その他

8.4%

鋼材
49.5%

金属くず

20.0% その他食料工業品

17.8%

その他

12.7%

完成自動車

46.4%
鋼材

21.9%砂利・砂
7.2%

その他

24.5%

コークス

77.7% 重油
9.4%

化学薬品
7.2%
その他

5.7%

石油製品
37.3%

重油
25.7%

セメント
6.4%

化学薬品
5.1%

とうもろこし
5.0%

その他
20.4%

コークス
93.9%

石炭製品

4.6%
その他

1.5%

石炭

87.3%

ＬＮＧ

7.3%

ＬＰＧ
4.9%

その他
0.5%

輸出
61万トン

輸入
568万トン

移出
379万トン

移入
261万トン

輸出
8万トン

輸入
13万トン

移出
47万トン

移入
149万トン

公共施設の取扱量

専用施設の取扱量

（計217万トン）

（計1,269万トン）



【石油】
コスモ石油（株）坂出物流基地
※平成25年精製装置停止により

物流基地に変更

【日用雑貨品】
ライオンケミカル（株）
オレオケミカル事業所

【金属くず】
光洋産業（株）

エネルギー 製造（工業品） 製造（食料品）凡例：

【麦】
日清製粉（株）坂出工場

【ＬＮＧ】
坂出ＬＮＧ（株）

【電力】
四国電力（株）
坂出発電所

【鉄鋼】
（株）サカコー

【ＬＰＧ】
全農エネルギー（株）
坂出LPガス輸入基地

【日用雑貨品】
花王ロジスティクス（株）
坂出センター

【飼料】
ＪＡ西日本くみあい飼料（株）坂出工場

第一工場 昭和46年建設、第二工場平成15年建設
平成29年に老朽化した工場を閉鎖し、水島の新工場
に集約

(平成27年4月撮影)

林田地区
はやしだ

阿河浜地区
あ が はま

中央ふ頭地区
ちゅうおう とう

西ふ頭地区
にし とう

ばん す

番の州地区

製造（飼肥料）

西大浜地区
にし おお はま

東浜地区
ひがしはま

物流

【物流】
イオングローバルＳＣＭ
イオン四国ロジスティク
スセンター

【造船】
川崎重工業（株）坂出造船工場 東運河地区

ひがし うん が

総社地区
そうじゃ

松ヶ浦地区
まつがうら【総合石炭化学】

三菱ケミカル（株）坂出事業所

坂出港周辺の主な立地企業
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○番の州地区には、石炭、コークス、石油製品、LNGなどエネルギー関係の貨物を取り扱う企業が立地。

○西ふ頭地区、中央ふ頭地区には、麦や米など、穀物を取り扱う企業が立地。

○西ふ頭地区では金属くず、東運河地区では鋼材など、金属関係の貨物を取り扱う企業が立地。

【塩】
（株）日本海水 讃岐工場

【医療・工業用製品】
協和化学工業（株）
坂出工場

西運河地区
にしうんが

【アルミ製品】
YKKAP（株）
四国製造所



○番の州地区において、原油の輸入と製油を行っていたが、平成25年の製油機能の停止後、平成26年以降は原油の取扱いが無くなって
いる。また、石油製品の移出入など、物流機能は残っているものの、その取扱量は減少している。

○石炭については主に国外から輸入し、原料を乾留しコークスとして、瀬戸内海周辺の製鉄所等へ移出している。石炭及びコークスの取
扱量はやや増加傾向である。

○LNGは平成22年より取扱いを開始。主に発電用燃料及び都市ガスとして使用。近年の取扱量はほぼ横ばいである。

主な取扱貨物の動向（エネルギー関連貨物）
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坂出港全体図

番の州地区

【原油、重油、石油製品、石炭、コークス、LNGの貨物量の推移】

【石炭】

• 主にオーストラリアか
ら輸入

【コークス】

• 石炭を乾留し、主に
瀬戸内海周辺の製鉄
所等に移出

【LNG】

• 発電用燃料及び都市ガス
として主にマレーシアから
輸入

出典：港湾統計及び四国地方整備局調べ

（万トン）

＜番の州地区における石炭荷役の様子＞

＜凡例＞

点線：専用岸壁

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H23 H24 H25 H26 H27 H28

原油 重油 石油製品

石炭 コークス LNG

【重油】

• 主に四日市、堺泉北等から
移入し、四国各地へ輸送

【原油】
• 現在は取扱い無し

【石油製品】

• 主に堺泉北、千葉から移入
し、四国各地へ輸送
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麦 米

○林田地区、中央ふ頭地区、西ふ頭地区において、麦の輸入・移入を行っている。荷揚げされた麦は、各地区のサイロで一時
保管された後、背後企業において製粉され、四国各県等に陸上輸送される。麦の取扱量は近年、やや減少している。

○中央ふ頭地区、林田地区において、米の輸入を行っており、主に食用や加工食品用に使用される他、JA西日本くみあいの飼
料の原料としても使用されている。米の取扱量については、年々変動している。

主な取扱貨物の動向（麦、米）
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坂出港全体図 【麦、米の取扱量の推移】

西ふ頭地区

（万トン）

東浜地区

林田地区

【麦】

• 主にオーストラリア、
博多・神戸等から輸
入・移入

【米】
• 主にアメリカから輸入

＜凡例＞

サイロ・倉庫位置図

＜林田地区における麦荷役の様子＞

出典：港湾統計及び四国地方整備局調べ

中央ふ頭地区

実線：公共岸壁
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鋼材 金属くず

○金属くずについては、四国各地域から陸上輸送してきたものを、西ふ頭地区、東運河地区から輸出、移出を行っている。金属
くずの取扱量は、近年、やや増加している。

○東運河地区において、鋼材の移入を行っており、背後企業で加工した後、移出している。鋼材の取扱量は、近年、やや増加傾
向である。

主な取扱貨物の動向（鋼材、金属くず）
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坂出港全体図 【鋼材、金属くずの取扱量の推移】

東運河地区

西ふ頭地区

【金属くず】

• 四国内で発生した金属くずを
主に韓国や姫路等へ輸出・
移出

（万トン）

【鋼材】
• 主に大分等から移入
• 造船向けに加工し、移出

＜西ふ頭地区における金属くず荷役の様子＞

出典：港湾統計及び四国地方整備局調べ

＜凡例＞

実線：公共岸壁



○林田地区において、自動車専用船で完成自動車の移入を行っており、移入した製品は四国各県に陸上輸送している。完成自
動車の取扱量は年々変動しているものの、近年はほぼ横ばいの傾向である。

○また同地区においては、LPGの輸入を行っており、一時貯蔵したLPGを四国各県等へ陸上輸送している。LPGの取扱量は、
年々変動しているものの、近年はほぼ横ばいの傾向である。

主な取扱貨物の動向（完成自動車、LPG）

22

坂出港全体図

林田地区

【完成自動車】

• 自動車専用船で主に関東、中部等
から移入し、四国４県へ陸上輸送

• 九州等へ移出

（万トン）
【完成自動車、LPGの取扱量の推移】

＜凡例＞

実線：公共岸壁
点線：専用岸壁

【LPG】
• 主にアメリカ・中東(UAE、サ

ウジアラビア等)から輸入

＜林田地区における完成自動車荷役の様子＞

出典：港湾統計及び四国地方整備局調べ
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坂出港における検討課題（案）
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坂出港における検討課題（案）

課題１：未利用地の活用方策の検討（番の州地区等）
新たな企業誘致 等

課題２：エネルギー拠点機能の強化
ＬＮＧバンカリング基地、バイオマス発電

課題６：海上輸送と陸上輸送が連携した物流機能の強化
８の字ネットワークの整備、坂出北インターチェンジのフルインター化

課題３：周辺港湾との連携、役割分担の検討
高松港（コンテナ、クルーズ）、水島港（バルク）等との連携・役割分担

課題４：新たな海上輸送貨物のニーズの掘り起こし
背後企業におけるRORO船等を活用した物流効率化のニーズ
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課題５：港湾施設の老朽化による延命化対策
中央ふ頭地区 等



[課題１]未利用地の活用方策の検討（番の州地区等）

未利用地
約２１ha

○コスモ石油の製油機能の停止、JA西日本くみあい飼料の移転など、企業の一部撤退等が相次ぐ中で、番の
州地区における新たな企業の立地や、企業の新規投資など、坂出港背後企業の状況が大きく変化している。

○将来的な坂出港の利用方針を踏まえつつ、現在約２１haある未利用地などをはじめ、新たな企業の誘致方策
が必要。
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【川崎重工業（株）坂出造船工場】
現在２つあるドッグのうち、
１つを平成32年度に閉鎖予定。

【コスモ石油（株）坂出事業所】
平成25年7月以降、製油機能を停止。
現在は石油製品の備蓄基地として使用。

【（株）坂出郵船組】
鋼材用の物流倉庫を建設し、
平成29年7月より運用開始。

【（株）コマックス】
平成28年8月に、約2.6haの土地
売買契約を締結。
※ ステンレス加工を行う企業

【イオン四国ロジスティクスセンター】
平成27年9月に、四国内約130店舗の
商品を取り扱う物流センターが一部稼働。

【坂出LNG（株）】
平成22年より、LNGの取扱いを開始。

【JA西日本くみあい飼料（株）】

坂出、水島、神戸にある３つの工場を、水島
の新工場に集約する計画。平成29年4月に
操業開始。
※坂出工場は今後、物流拠点として機能

西ふ頭地区

林田地区

番の州地区

【大紀商事（株）】
平成28年8月に、約3.7haの土地売買
契約を締結。
※ティーバッグフィルターを製造する企業

【四国電力（株）】
平成28年8月より、新たなLNG発電施
設が稼働開始



[課題２－１]エネルギー拠点機能の強化（LNGバンカリング基地）

硫黄酸化物（SOX）の規制

•船舶の排ガス中のSOxは、燃料油に含まれる硫黄分（S分）の濃度
に依存するため、これを規制。

•我が国の内航船舶については、SOxの排出が低減される「LNG燃

料等の使用」、「低硫黄燃料油の使用」や、「排気ガス洗浄装置（ス
クラバー）の使用」といった対応方策が議論されている。

一般海域

段階的に硫黄分濃度規制の上限値を強化

MARPOL条約 2015年2012年 2020年

4.5% 0.5%

（新規制適合油）

3.5%（C重油）
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○船舶に使用される燃料油の硫黄分濃度の国際規制が、2020年より強化されることに伴い、我が国において、
今後、LNGを燃料とした内航船舶が普及する可能性がある。

○坂出港においては、既存のLNG基地を活用し、瀬戸内海を航行するLNG燃料船舶のバンカリング基地として
の機能を果たす可能性が考えられる。

①使用燃料のみで対応 ②後処理で対応

対応
方法

LNG

軽油、A重油

又は

低硫黄C重油

高硫黄C重油（現状の舶
用主燃料）

＋SOxスクラバー

導入
課題

• 燃料供給イン
フラ

• 初期投資額
• 燃料価格

• 初期投資額

• スラッジ※処理など運用
上の問題

出典：国土交通省海事局作成資料

■今後の対応方針（案）

坂出港
41万トン

水島港
128万トン 東播磨港

19万トン
広島港

89万トン

柳井港
148万トン

大分港
239万トン

北九州港
324万トン

※ 排ガスを洗浄する際に
取り除いた不純物

■瀬戸内海沿岸域におけるＬＮＧ取扱い港湾（H27年）

出典：港湾統計

松山港
6万トン

高松港
7万トン

岡山港
7万トン

姫路港
1,764万トン



[課題２－２]エネルギー拠点機能の強化（バイオマス発電）

○近年、再生可能エネルギーとして、バイオマス発電が着目されており、特に、パーム椰子殻（PKS：Palm 
Kernel Shell）を使用したバイオマス発電の施設が、全国各港において、導入されつつある。

○坂出港においても、バイオマス発電といった、新たなエネルギー拠点として機能する可能性が考えられる。

■ 他地域におけるPKSを使用した発電の一部事例

紋別港
（北海道）

伏木富山港
（富山県）

浜田港
（島根県）

事業主体
紋別バイオマス

発電(株)
(株)グリーン

エネルギー北陸
合同会社しまね

森林発電

開始時期 平成28年12月 平成27年6月 平成27年4月

発電規模 50MW
年間あたり

約39,120MWh
12.7MW

燃料
（年間あたり）

未利用材：約22万トン
PKS：約5万トン
石炭：約5万トン

未利用材：約7万トン
PKS：約1万トン

未利用材：約8万トン
PKS：約3万トン

出典：各地方整備局調べ

事業主体：イーレックスニューエナジー（株）
開始時期：平成25年6月
発電規模：29.5MW ※県内の年間発電量の約3％
燃料：PKS 約7万トン／年

• パーム椰子殻は、パーム椰子の種から
パーム油を搾油した後に残る殻

• 油を搾取した後の椰子殻にも油分が含
まれているため、発電効率が高い

• 主な産地はマレーシア、インドネシア

パーム椰子殻

バイオマス発電所 発電所及び高知港の位置

イーレックス
ニューエナジー（株）
土佐発電所

三里地区

西孕地区
にしはらみ

写真：イーレックスニューエナジー(株)HPより引用

■ PKSを使用したバイオマス発電の事例（高知港）
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○香川県内東側に位置する高松港は、外貿・内貿のコンテナ船が計７便／週、フェリーが計８０便／日以上就航し、クルーズ船
が寄港するなど、商港、観光港としての性格を持つ港。

○また対岸の岡山県には、水島港、宇野港、岡山港が位置する。

○坂出港においては、これら近隣港湾との連携策や役割分担を踏まえつつ、将来的な利用のあり方についての検討が必要。

坂出港 高松港

水島港

[課題３]周辺港湾との連携、役割分担の検討
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・重要港湾（管理者：香川県）
・総取扱貨物量 1,598万トン （うちフェリー1,333万トン）
・主な品目 砂利・砂、石油製品、鋼材
・定期航路

＜コンテナ航路＞
韓国航路、中国航路、阪神航路
＜フェリー航路＞
神戸航路、宇野航路、離島航路

・クルーズ寄港回数 8回（H28実績）

【高松港】

宇野港

岡山港

・国際拠点港湾（管理者：岡山県）
・国際バルク戦略港湾（穀物：とうもろこし、豆類）
・総取扱貨物量 8,701万トン
・主な品目 原油、鉄鉱石、石油製品、とうもろこし
・定期航路

＜コンテナ航路＞
韓国航路、中国航路、阪神航路
・クルーズ寄港回数 1回（H28）

【水島港】

出典：取扱貨物量及び定期航路は国土交通省港湾局調べ（H28)、クルーズ船寄港回数は各県HP

・重要港湾（管理者：岡山県）
・総取扱貨物量 1,228万トン （うちフェリー864万トン）
・主な品目 金属鉱、非金属鉱物、化学薬品
・定期航路

＜RORO航路＞
東京・博多航路、千葉・大坂・三島川之江航路
＜フェリー航路＞
高松航路、離島航路

・クルーズ寄港回数 17回（H28）

【宇野港】

・重要港湾（管理者：岡山県）
・総取扱貨物量 306万トン （うちフェリー152万トン）
・主な品目 化学薬品、石油製品、非金属鉱物
・定期航路

＜フェリー航路＞
離島航路

【岡山港】

・重要港湾（管理者：坂出市）
・総取扱貨物量 1,484万トン
・主な品目 石炭、コークス、石油製品、重油

【坂出港】



[課題４]新たな海上輸送貨物のニーズの掘り起こし

出典：第1回 四国におけるフェリー・RORO船を活用した物流効率化推進協議会資料（H28.11.30）

○陸上輸送から海上輸送へのモーダルシフトにおいて、例えば、RORO船等によるトラックドライバーの無人航
走を活用すれば、貨物輸送に必要なドライバーを大幅に低減することが可能となる。

○四国においても、トラックドライバーの人手不足・高齢化が懸念される中、坂出港を利用する新たな海上輸送
貨物のニーズの掘り起こしが必要。

○また、坂出北ＩＣのフルインター化を見据え、高速道路輸送と連携した海上輸送の利用促進策が必要。
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＜RORO船による無人航走のメリット＞

【メリット①：トラックドライバー不足の解消、物流コストの低減】 【メリット②：環境負荷の軽減】

【その他のメリット】

• 事故や渋滞等による遅延リスクの解消（定時性の確保）

• 生鮮食品や精密機械などの荷痛みのリスクの軽減

• 本四架橋を通行できない重量物の輸送 など

内航海運のエネルギー消費量、二酸化炭素排出原単位は陸上
輸送より大幅に小さく、海上輸送へのモーダルシフトにより、環境
への負荷が軽減される。

22,258 

20,156 

3,088 

538 

207 

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000

航空（国内線）

自家用車

営業用貨物車

内航海運

鉄道

1,231 

211 

39 

25 

0 500 1,000 1,500

自家用車

営業用貨物車

内航海運

鉄道

1キロ輸送するのに必要な
エネルギー消費量

貨物輸送機関の
二酸化炭素排出原単位

（ｷﾛｼﾞｭｰﾙ／ﾄﾝ・ｷﾛ） （g-CO2／ﾄﾝ・ｷﾛ）

１

６

１

５

中長距離輸送においては、RORO船による無人航走を活用する

ことで、輸送にかかるトラックドライバーの必要人員を削減するこ
とができ、物流コストを低減することが可能。

（坂出～茨城間を輸送する例）

【陸上輸送】
運転手が２人必要

（運転は原則１日９時間まで）

【海上輸送】
無人でＯＫ



[課題５]港湾施設の老朽化による延命化対策

30

○岸壁等の施設は、施設建造から40年以上経過しているもの、20年～30年経過しているものが多く、早急な延命化対策が必要。

中央埠頭2号岸壁
水深8m・延長162m

1951年建造（66年経過）

中央埠頭3号岸壁
水深6m・延長140m

1963年建造（54年経過）

中央埠頭1号岸壁
水深10m・延長188m

1963年建造（54年経過）

中央埠頭4号岸壁
水深4.5m・延長120m

1969年建造（48年経過）

阿河浜岸壁
水深7.5m・延長130m

1990年建造（27年経過）

林田A号岸壁
水深12m・総延長398m

(うち取付部158m)
1981年建造（36年経過）

林田B号岸壁
水深7.5m・延長260m

1981年建造（36年経過）

林田C号岸壁
水深5.5m・延長270m

1980年建造（37年経過）

林田D号岸壁
水深4.5m・延長120m

1976年建造（41年経過）

松ヶ浦岸壁
水深5m・延長140m

1991年建造（26年経過）

東運河岸壁
水深4.5m・延長280m

1965年建造（52年経過）
水深4.5m・延長310m

1974年建造（43年経過）

松ヶ浦岸壁
水深5m・延長70m

1971年建造（46年経過）

公共岸壁の建造年岸壁延長（m）

西運河岸壁
水深7.5m・延長260m
2013年建造（4年経過）

凡例
：40年以上経過
：30～40年
：20～30年
： 0～10年



○坂出港臨海部の背後には、坂出北IC、坂出ICの２箇所の高度道路のインターチェンジが近接。

○また現在、一方向（坂出⇔本州）のみ出入り可能な坂出北ハーフICについては、二方向（坂出⇔高松・徳島方
面）からの出入りが可能なフルICを設置するため、今後事業を実施していく。

○坂出港においては、これら陸上輸送網と海上輸送の連携による、更なる物流効率化が期待される。

[課題６]海上輸送と陸上輸送が連携した物流機能の強化

四国８の字ネットワークの整備状況

計画予定延長・・・・・・約８１０ｋｍ
Ｈ２８年度末・・・・・・・・整備率 約７１％
事業区間がすべて開通・・・整備率 ８５％

31出典：坂出北スマートインターチェンジ準備会資料（H28.3）

坂出港
高松港

本州


